
H24.8.28  撮影

令和 ３ 年度 渇水情報連絡会（第２回）
玉川ダム資料

令和 3 年 8月 2日

玉川ダム管理所

玉川ダム 貯水池渇水状況（平成24年度） 田沢湖 渇水状況（平成24年度）

玉川ダム 貯水池渇水状況（平成24年度）



1

玉川ダムの貯水位の変化
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玉川ダム年間貯水位曲線

洪水時最高水位 平常時最高貯水位 洪水貯留準備水位 確保水位

最低水位 (H3-R2) H24(渇水) H30

R1(渇水) R2 R3

洪水貯留準備水位=EL387.20m

非洪水期 ( ～6/15)

最低水位EL353.70m

洪水時最高水位EL402.40m

平常時最高貯水位EL397.40m

確保水位

H３０．５洪水 管理開始以降

最高貯水位（EL．３９９．００ｍ）

R3.7.30 9:00
EL．377.78m
貯水率59.2%(利水)
7月下旬からの利水補給及び
無降雨等により低下傾向

H２４ 渇水 管理開始以降

最低水位（EL．３５７．８１ｍ）

貯水率7.0%(利水)
R１渇水 既往２番目に

低い水位（EL．３６４．４２ｍ）

189 
165 169 

144 154 156 

282 275 

199 188 182 

224 232 
212 

267 

135 
151 

84 

219 

110 
93 

214 207 

167 
150 

132 

274 

147 
130 

68 

285 

115 
95 

211 

150 

325 

189 
219 

189 
175 

306 

244 

206 

301 

247 

203 

117 

216 
196 

132 130 
158 

118 

176 

123 

214 

66 

235 

154 

254 

127 

167 

208 

153 141 

207 

388 

252 
232 

141 138 

192 
214.0 

242.0 

126.0 

200.0 

288.3 

146.7 
166.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

H3-R2平均降水量 2008(H18) 2012(H24) 2018(H30) 2019(R1) 2020(R2) 2021(R3)

月別降水量比較表
(ダム流域平均) 7月29日時点

■洪水時最高水位 洪水時に水を最大貯める事が出来る水位

■平常時最高貯水位 利水目的のために水を最大貯める事が出来る水位
■洪水貯留準備水位 治水容量を確保した時の水位
■確 保 水 位 利水のために確保するべき水位

洪水期 ( 6/16～9/30) 非洪水期 ( 10/1～)

EL375.0m  Lv2 (玉川ダム52%、田沢湖48%)

EL368.5m Lv3 (玉川ダム30%、田沢湖70%)

EL364.4m Lv4 (玉川ダム30%、田沢湖70%)

EL3800m  Lv1 (玉川ダム80%、田沢湖20%)
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玉川ダム流域平均総雨量（6月・7月）
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6月・7月の玉川ダム流域平均総雨量(mm)

凡例 青 6月 緑 7月

(R3.7月は28日現在まで)

R3年7月の玉川ダム

流域平均総雨量は、
例年平均の約6割弱
程度
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玉川ダム日平均流入量（6月・7月）
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凡例 青 6月 緑 7月

R3年7月の玉川ダム毎

秒当たりの平均流入量
は例年の4割強程度。
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玉川ダム流入総量（6月・7月）
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凡例 青 6月 緑 7月

(R3.7月は28日現在まで)

R3年7月の玉川ダム流入
総量は例年の4割程度
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玉川ダム日平均流入量・放流量

5

① 補給期間 7月21日～7月28日

② 最大放流量 7月21日 42.40㎥/s (発電放流を含む)

③ 確保水位を下まわった期間(EL380.00m以下) 7月25日6:00～

玉川ダムから
下流への補給量
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補給期間
7/19～7/28
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防災・観光の両面の観点に配慮した、補給割合、節水等の条件を設定。

①防災面（PHの低下、地すべり挙動）から、玉川ダムの貯水位は、極力、最低水位（EL353.7m）
に到達しないこと。

②観光面から、遊覧船運航水位（EL244.5m）は、極力、確保する。

【運用管理ルール（案）の概要】

① 連携した運用の管理は、玉川ダムの貯水率を目安として行う。

② 異常渇水が想定される場合は、田沢湖水位244ｍまで利用（利用水深５ｍ）する。

③ 玉川ダム貯水率70％に到達が見込まれる場合、「渇水情報連絡会」を適宜開催し、情報の
共有、対応等について調整を行う。

④ 田沢湖と玉川ダムの補給比率は、現行の補給比率を基本とし、玉川ダムの貯水率が50％に
至った以降、補給比率を段階的に変更する。

玉川ダム貯水率50％に到達後 ⇒ 補給比率：玉川ダム52％、田沢湖48％
玉川ダム貯水率30％に到達後 ⇒ 補給比率：玉川ダム30％、田沢湖70％

⑤ 玉川ダム貯水率20％に到達以降、田沢湖の貯水位EL246.0m以下となることから、田沢湖の
観光遊覧船関係者は、航行確保のための準備を進める。

⑥ 通常時は、田沢湖を優先回復させているが、異常渇水時の各貯水量の回復は、田沢湖で遊
覧船運航水位が確保できている場合においては、PH低下による影響の軽減のため玉川ダム・
田沢湖とも５０％ の同率回復とする。

S39～H24流量よりシミュレーションを実施

１．異常渇水時の運用管理ルール（案）の概要

7
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異常渇水時の運用管理ルール（案） 玉川ダム及び田沢湖の運用管理に関する調整会議（H25.7策定）

連携した運用管理の各段階におけ
る、渇水対応については次のとおり。

臨時会開催

・状況の把握

渇水情報連絡会 玉川ダム群 河川管理者 秋田県・仙北市

レベル１
（渇水注意）

定例会

玉川ダムの貯水位がEL.380.0m未
満（貯水率概ね70%）の場合は、運
用レベル１（渇水注意）に移行し、玉
川ダムの補給比率を80%、田沢湖の
補給比率を20%とする。

レベル２
（渇水警戒）

玉川ダムの貯水位がEL.375.0m未
満（貯水率50%以下）の場合は、運
用レベル２（渇水警戒）に移行し、玉
川ダムの補給比率を52%、田沢湖の
補給比率を48%とする。

レベル３
（異常渇水①）

玉川ダムの貯水位がEL.368．5m未
満（貯水率30%以下）の場合は、運
用レベル３（異常渇水①）に移行し、
玉川ダムの補給比率を30%、田沢湖
の補給比率を７0%とする。
なお、取水量20%の節水を行うもの
とする。

レベル４
（異常渇水②）

玉川ダムの貯水位がEL.364．4m未
満（貯水率20%以下）の場合は、運
用レベル４（異常渇水②）に移行し、
玉川ダムの補給比率を30%、田沢湖
の補給比率を70%とする。なお、取
水量20%の節水を行うものとし、必
要に応じて更なる渇水対策について
実施するものとする。

椿川等で流量悪化の場合、
利水補給開始（現行補給ルール）

・雨量・河川状況の
監視（平年との比
較等）

・補給継続

・雨量、貯水状況の
監視（平年との比
較等）

臨時会開催

・田沢湖利用水
深の確認
・補給比率変更

・節水等に対す
る備え

・雨量・河川状況の
監視
・河川巡視強化

・取水量の把握

・節水の可能性呼
びかけ

・補給比率変更
・雨量、貯水状況の
監視
・地すべり監視強化
・ＰＨ低下監視強化

・田沢湖水位監視・
田沢湖ＰＨ監視
・住民への広報

臨時会開催

・補給比率変更

・20%取水量節
水協力要請

・雨量・河川状況の
監視
・河川巡視強化

・取水量の把握
・節水呼びかけ

・補給比率変更
・雨量、貯水状況の
監視
・地すべり監視強化
・ＰＨ低下監視強化

・田沢湖水位監視
・田沢湖ＰＨ監視
・住民への広報

臨時会開催

・更なる渇水対
策措置
・遊覧船運行

・その他非常時
対応

・雨量・河川状況の
監視
・河川巡視強化

・更なる渇水対策

・補給継続
・雨量、貯水状況の
監視
・地すべり監視強化
・ＰＨ低下監視強化

・田沢湖水位監視
・田沢湖ＰＨ監視
・住民への広報

・更なる渇水対策

・遊覧船運航確保
準備開始

・雨量、貯水状況の監
視

・雨量、貯水状況の監
視

通常時

8

通常時の補給比率
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異常渇水時の運用管理ルール（案）のイメージ図

玉川ダム
30%

田沢湖
70%

運用レベル1【渇水注意】
玉川ダム貯水率70％

田沢湖

玉川ダム

玉
川→

貯水率 ７０％

玉川ダム
80%

田沢湖
20%

補給比率

≒EL248.0m

EL246.0m

EL244.0m

EL249.0m

利用水深 ３m

生保内
発電所

見 付 田
取水堰堤

運用レベル2【渇水警戒】
玉川ダム貯水率50％

運用レベル3【異常渇水① 】
玉川ダム貯水率30％

田沢湖

玉川ダム

玉
川→

貯水率５０％

玉川ダム
52%

田沢湖
48%

≒EL247.5m

生保内
発電所

見 付 田
取水堰堤

田沢湖

玉川ダム

玉
川→

貯水率 ３０％

≒EL247.0m

生保内
発電所

見 付 田
取水堰堤

田沢湖

玉川ダム

玉
川→

貯水率 ２０％

≒EL246.0m

生保内
発電所

見 付 田
取水堰堤

玉川ダム
30%

田沢湖
70%

運用レベル4 【異常渇水② 】
玉川ダム貯水率20％

異常渇水時
利用水深 ５m

渇水への備え
・渇水情報連絡会の開催
・現行ルールでの運用

渇水を考慮した対応開始
・玉川ダム補給比率８０％⇒５２％

異常渇水に備えた対応
・玉川ダム補給比率５２％⇒３０％
・取水量 ２０％節水開始

異常渇水
・状況に応じて、更なる対応を実施

遊覧船運行最低水位

玉 川
発電所

玉 川
発電所

玉 川
発電所

玉 川
発電所

補給比率 補給比率 補給比率

EL244.5m

利用水深 ３m

利用水深 ３m

節水なし 取水量20%節水
取水量20%節水
＋更なる対応節水なし

異常渇水時
の利用

≒EL380.0m

≒EL375.0m

≒EL368.5m ≒EL364.4m
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玉川ダム年間貯水位曲線

洪水時最高水位 平常時最高貯水位 洪水貯留準備水位 確保水位

最低水位 (H3-R2) H24(渇水) H30

R1(渇水) R2 R3

洪水貯留準備水位=EL387.20m

非洪水期 ( ～6/15)

最低水位EL353.70m

洪水時最高水位EL402.40m

平常時最高貯水位EL397.40m

確保水位

■洪水時最高水位 洪水時に水を最大貯める事が出来る水位

■平常時最高貯水位 利水目的のために水を最大貯める事が出来る水位
■洪水貯留準備水位 治水容量を確保した時の水位
■確 保 水 位 利水のために確保するべき水位

洪水期 ( 6/16～9/30) 非洪水期 ( 10/1～)

EL375.0m Lv2 (玉川ダム52%、田沢湖48%)

EL368.5m Lv3 (玉川ダム30%、田沢湖70%)

EL364.4m Lv4 (玉川ダム30%、田沢湖70%)

玉川ダムの貯水位の予測

10

令和3年7月30日 9時現在

EL3800m  Lv1 (玉川ダム80%、田沢湖20%)

8/3  4:00

8/17  8:00

9/8  17:00

8/3  19:00

8/27  9:00

今後の予測
・流入量を７月平均流入量１２m3/sと想定。

通常補給として玉川ダム群より４７m3/s放流した場合の予測
椿川正常流量（80m3/s）確保のため玉川ダム群より６０m3/s放流した場合の予測
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玉川ダム及び田沢湖の現状と今後の見通しについて

・田沢湖の利用水深 EL 246.0m～EL249.0m（異常渇水②時 EL 244.0m～）
令和3年７月30日 09:00時点の水位 EL 246.63m（約 1599万m3の利用可能量）

◆玉川ダムの貯水池容量配分図と異常渇水時の貯水位

ダム天端 EL406.00m 洪水期 洪水時最高水位
(6月16日～9月30日) EL402.40m

平常時最高水位
治水容量 EL397.40m

有効貯水容量 107,000,000m3

洪水貯留準備水位
EL387.20m

229,000,000m3

利水容量

122,000,000m3

最低水位
EL353.70m
基礎地盤標高
EL309.00m

堆砂容量 25,000,000m3

提高100m

EL380.0（利水容量の約70%）

EL375.0（利水容量の約50%）

EL368.5（利水容量の約30%）

EL364.4（利水容量の約20%）

◆田沢湖の貯水位等

◆玉川ダム R3 .7.30 09:00時点
・貯水位 EL  377.78m（利水容量約59%）
・利水可能量 約6994万m3
・前日(7/29)の日平均流入量 18.12m3/秒

◆今後の見通し等

↑異常渇水時ルールの該当貯水位

・７月30日時点で玉川ダムの利水容量の貯水率は約59%であり、水位は低下傾向。

・今後、少雨の傾向が続くと玉川ダムや田沢湖の水位はさらに低下していくことが予想され
るため、その場合は異常渇水時の運用管理ルール（案）の運用レベル２（渇水警戒）になっ
ていくものと考えられます。
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120

130

140

150

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

岩見ダム貯水位

平常時最高貯水位 147m

H24
5カ年平均
（H28-R2）

R3

※ H6、H24、R1は、代表的な渇水年

令和元年

平成６年 平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）
項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 16,000 千m3 -

利水容量（洪水期） 3,500 千m3 N

（ｍ）

最低水位 124m

210

215

220

225

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

協和ダム貯水位

H245カ年平均
（H28-R2）

R3

※ H24、R1は、代表的な渇水年

令和元年

平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 7,050 千m3 -

利水容量 1,550 千m3 N･W

（ｍ）

R1

平常時最高貯水位
220.4m

最低水位 212m

H6

R1

洪水貯留準備水位 133m

確保水位



210

220

230

240

250

260

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

皆瀬ダム貯水位

5カ年平均
（H28-R2）

H24

令和元年

平成６年 平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）
項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 26,300 千m3 -

利水容量（洪水期） 10,100 千m3 A･P

（ｍ）

H6

最低水位 222.5m

150

160

170

180

190

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

大松川ダム貯水位

H24

5カ年平均
（H28-R2）

R3

※ H24、R1は、代表的な渇水年

令和元年

平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 11,000 千m3 -

利水容量（洪水期） 4,700 千m3 N･A･W

（ｍ）

R1

平常時最高貯水位 183.7m

最低水位 160.2m

平常時最高貯水位 250.0m

R1

洪水貯留準備水位 237.5m

洪水貯留準備水位 177.5m

確保水位

確保水位

R3

※ H6、H24は、代表的な渇水年



295

305

315

325

335

1/1 1/31 3/2 4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28

貯
水
位

月 日

鎧畑ダム貯水位

H24
R1

R3

※ H6、H24、R1は、代表的な渇水年

令和元年

平成６年 平成２４年

令和３年

過去５ヶ年平均（H28-R2）
項　　　目 容　　量 目的

有効貯水容量 43,000 千m3 -

利水容量（洪水期） 11,000 千m3 N･A･W

平常時最高貯水位 ３２５．０ｍ

最低水位 299m H6

（ｍ）

5カ年平均
（H28-R2)

洪水貯留準備水位
３０９．５ｍ



1/14
1/15
1/16
1/17
1/18
1/19
1/20
1/21
1/22
1/23
1/24
1/25
1/26
1/27
1/28
1/29

２０２１年　７月　２９日
東北電力（株）

・２０２１年７月２９日　６：００現在

・7/1～8/31まで夏期制限水位によりＥＬ２４７．７ｍ以下の運用となります。

 まで２号水車発電機が停止しているため，田沢湖からの流出が最大５０m
3
／sに制限されている

 状況にあります。

・発電水量は，基本的に下流の維持流量および灌漑用水に応じて運転しておりますが，発電量が
 不足した場合には必要に応じて増発します。

・現在，生保内発電所の２号発電機更新作業を行っており，2021年4月19日～2024年3月27日

　田沢湖水位　ＥＬ２４６．６２ｍ （暫定満水位　ＥＬ２４８．５ｍ）
（夏期制限水位　ＥＬ２４７．７ｍ）

　(6/20～30ならびに9/1～20はＥＬ２４８．０ｍ以下の運用としております）

245.5

246.0

246.5

247.0

247.5

248.0

248.5

249.0

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1

貯
水
位(

m)
月日

田沢湖貯水位

2016 2017 2018

2019 2020 2021

夏期制限水位

最低水位 246m


